
 
                                    
 
           
     

 
 
 

                

 
 
PRESS RELEASE 

           平成２２年７月２８日 

＜岡山大学 Career Development Center 

（キャリア開発センター）の設置

＞                        
 

 

 

 

 

 本学は、平成 15 年より教育開発センターを中心に、国立大学ではいち早く実践的なキャ

リア教育研究開発を推進しており、低学年からの段階的なキャリア教育システムの構築を

目指してきた。キャリア支援は「教育支援」と「就職支援」の連携が重要であるため、平

成

年

国九州地区で１位となり、平

成

蒙を積極的に行い、

  

室長）が就任し、その他に専任教授 2 助教 1名の 5名体制に充実する。 

学生支援センター・キャリア支援室 

 

（TEL&FAX）086-251-8562 

18 年には学生支援センター・キャリア支援室を設置した。 

平成 21 年のキャリア教育開講コマ数は 9コマで、このほかに、研修や就職ガイダンス等

を年間 43 回実施。年間カウンセリング数は、平成 18 年には 318 件であったが、翌平成 19

には 3429 件、平成 20 年は 5373 件と増加し、昨年（平成 21 年）には 7000 件を超えた。 

公務員一種最終合格者数（行政）は、平成 20 年度には中四

20 年からは中四国一種説明会が岡山で開催されている。 

キャリア開発センターでは、本学独自の個別カウンセリングを基にした就職支援と段階

的なキャリア教育支援を一層充実させた「総合的・実践的なキャリア支援」を行うことで、

学生の自立的/自律的な職業観の確立を促し、社会に貢献し、社会の財産として必要とされ

る人間になるために必要な力を養う。また、学部関係教員との連絡調整に務め、就職先の

充実改善を図るとともに、働くことに関心を持たない学生の指導と啓

正社員としての就職率の向上と、就職未定卒業者の減少を目指す。 

組織構成 

 これまで専任教員 2 名で業務に当たっていたが、キャリア開発センターでは、センター

長に、佐藤豊信 教育・学生担当理事、副センター長に三浦孝仁 教授（現キャリア支援

名、准教授 1名、

＜お問い合わせ＞ 

 岡山大学 

三浦孝仁 

 岡山大学は、学都構想の一環として、学生のキャリア支援の充実を目指し、８月１日よ

り上記センターを設置します。雇用情勢や新卒定着率の悪化を受け、平成 23 年度から職

業教育が義務化されるのを前に、本学独自の個別カウンセリングを基にした就職支援と、

段階的なキャリア教育支援の充実を図り、「総合的・実践的なキャリア支援」を行います。
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